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初期唯識説 における利他 と空性 の関係 について

千 葉 公 慈

1.は じめ に

小論は,筆 者が一昨年来追求 してきた 『瑜伽行派における止觀考』 と題する拙

論1)の 続編 として,sama-cittaの 特質について特にそれを抽出して考察するもので

ある.す なわち,唯 識説におけるsama-cittaの 思想的発展 こそが,大 乗の菩薩に

とって利他行の根拠 として機能する一方,教 理 としての空思想を結びつける最大

のキーワー ドであると受けとめ,そ の意義の重要性 と同時に問題点を提示するた

めに,い わゆ る 「黄金律 としての大慈悲心」 とい う觀点からではな く,「利他行

は,空 性の教義からどのように導き出せ るのか」 という原理的考察によつて,改

めて瑜伽行唯識学派にとつての利他の特質を探 ろうとするものである.実 は先頃,

dharmaの 空性からは,慈 悲の教義は決 して導 き出されないというシュミツ トハウ

ゼ ン氏の衝撃的発言があったが2),小 論ではsama.citta概 念の従来の考察 と平行 し

て,そ の主張の当否を検討するために,『大乗荘厳経論』(Mahayanasutralamkara,以

下MSA)等 を中心に確認 したいと考 える.

2.利 他 に関 す る二つ の系譜

そのためには,ま ず初期唯識説 における利他の範疇を規定 しなければな らない

という難題に直面するが,近年社会現象 として注目されているところのヴァーチャ

ル論議のように,事 態はそう単純なものではないことは,ダ ルマキールティの 「他

相続の存在証明」にも説かれた通 りである3).し たがつて独我論に陥 らない限 り,

自己の他者に対する利益の働 きかけとは,実 践倫理が基調 となるはずである.そ

こで考 えられる利他の教理上の根拠には,二 方面がある.第 一・に波羅蜜の方面か

らの 「布施行」 としての利他であ り,第 二が戒律の方面からの 「十善業」 として

の利他である.前 者の 「布施行」の利他であるが,八 正道の中には明示 されない

ものの,起 源的には当然古 く,例 えば 『長阿含経』の 「善生経」の別訳でもある
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「　 迦 羅 越 六 方 禮 経(sigalovadasutra)」 一.巻4)や 『中 阿 含 経 』 の 第 三 十 三 「善 生

経5)」等 の 魯 想 が 挙 げ られ るが6),や が て 四 世 紀 後 半 頃 に成 立 した と推 定 さ れ る 『瑜

伽 師 地 論 』 の 「菩 薩 地(大 正蔵30,p.505-a～510-b)」 と,そ れ の 異 訳 で あ る 「菩 薩

善 戒 経(大 正 蔵30,p.979-c～982-b)」 とお よび 「菩 薩 地 持 経(大 正蔵30,p.906-a～

910-a)」 の 「施 品1に お い て は,「 施 」 の 問 題 が 「自性 施 」,「.__.切施 」,「難 行 施 」,

「一 切 門施 」,「善 士 施 」,「一 切 種 施 」,「遂 求 施 」,「此 世 他 世 楽 施 」,「清 浄 施 」 の九

方 面 か ら詳 し く説 か れ,そ の 中 に は財 施,法 施,無 畏 施 が 説 か れ て い るが,具 体

的 か つ 社 会 的 な 救 済 活 動 に は触 れ る こ とは な い.つ ま り,当 初 は物 質 的 救 済 活 動

の 「財 施 」 と並 ん で,「 受 戒 」 を 中 心 と した戒 律 の 思 想 敷 術 が 「法 施 」,「無 畏 施 」

とい う行 の形 を と りつ つ,利 他 とい う救 済 括 動 の 内容 と して 示 され,や が て 「施 」

と 「戒 律 」 の 関 係 は,よ り密 接 な も の に 発 展 して初 期 唯p`思 想 に継 承 され る こ と

に な っ た と も考 え られ る7).

次 に第 二 の 系 譜 と して,戒 律 の方 面 か らの 「十 善 業 」 と して の利 他 の 内 容 で あ

るが,既 に 『中 阿 含 経 』 第 三 「伽 弥 尼 経8)」 や,『 雑 阿 含 経 』 第 三 十 七9)等 に も示

され て い た 「十 善 業 」 に基 づ く利 他 の 思 想 は,後 の 唯識 説 に大 き な影 響 を与 え る

こ とに な る初 期 大 乗 の般 若 経 典 群 に 受 け継 が れ た と推 測 されlo),続 く華 厳 の 『十

地 経 』 を梵 本 や 旧訳,新 訳 の 『大 華 厳 経 』 の 「十 地 品 」 な ど と比 較 しな が ら検 討

して み る と,『 十 地 経 』 の第 二 「離 垢 地11)」 に お い て,「 大 乗 戒 」 に触 れ,同 じ く

「十 善 業 」 を説 い て い るの が 見 られ るが12),そ こで は利 他 の行 為 に は 自 己 の精 神 的

安 定 が 伴 う とい う形 で,精 神 の浄 化 が 強 調 され て い る13).

そ の 傾 向 を 継 承 して,顕i著 に示 さ れ て い る の は,MSAの 「度 摂 品(Paramita-

pariccheda)」 に お け る 「三 聚 浄 戒 」 の規 定 で あ る.そ こで は,同 品 第37偶 にて 「三

聚 浄 戒 」 の そ れ ぞ れ の テ ー マ が示 され,続 く第44偶 か ら第47偶 にか け て 「利 他 」

に よ る清 浄 な る功 徳 の 内容 が 明 らか に され て い る が,い ず れ も 「布 施 行 」 を 内容

とす る 「持 戒 行 」 に よっ て,自 己 と他 者 の 精 神 安 定 を はか り,そ の結 果 と して 自

他 の平 等 心 とい うtadatmya論 的 な 基 盤 が 獲 得 さ れ る と説 示 され て い る14).例 え ば

「不 顧,及 平 等,無 畏,亦 普 施,悲 極 有 何 因,悩 他 而 妄 語.… 二 者 平 等,他 身 與

自,得 等 心 故(大 正31,p.631-b;ibid,p.410,ll.7-12)」 と説 か れ る よ うに,mrsa-vada

(虚偽 の言葉)か ら離 れ る こ とを主 題 と して,ま ず 菩 薩 以 外 の衆 生 が何 故 妄 語 を な

す の か,そ の 四 種 の原 因 を挙 げ て,順 次 説 明 す る個 所 が あ るが,い ず れ もsama-

cittaが,甲 と乙 のcittaはsamaで あ るか ら(=甲 と乙はXで あるか ら)で は な く,甲

と乙 に お い てsama-cittaが あ るか ら(二 甲 と乙 にはXが あ るか ら)と い う觀 点 か ら述
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べ られ て お り,「 自利 」・「利 他 」 は,場 所 的 基 盤 の獲 得 と解 釈 され る.従 っ て 「三

聚 浄 戒 」 の 内容 は,「 三 性 説 」・「三 無 性 説 」 と深 く結 び つ けて 検 討 しな け れ ば な ら

ず,「 三 聚 浄 戒 」 の 中 で 「布 施 」 の 実 践 が 採 り上 げ られ て い く こ とに よっ て,心 の

浄 化 の プ ロ セ ス そ の もの が 「利 他 」 と して 認 め られ社 会 的 救 済 活 動 を 含 む ひ ろ い

範 疇 の 利 他 行 は,Sama.Citta15)の 獲 得 へ と展 開 さ れ るの で あ る16).

3.「 大 我 見 」 と 「利 他 行 」

そ れ で はMSAに お け る 「利 他 」の根 拠 が,唯 識 派 の主 張 す る空 性 理 解 の み に基

づ くこ と,即 ち 「大 我 見 」 とい うあ る種 の 我 見 に よっ て初 めて 導 き 出 せ る も の で

あ る とい う説 明 を 「教 誠 教 授 品 」 の 第37偶 か ら第41偶 まで の箇 所 で 実 際 に眺 め

て み た い.

世 間 はただ諸行 に過 ぎず,無 我 であって,苦 の増大 す る所 に過 ぎない,と 智 慧を以 って理

解 し,無 益 な我見 を断 じ,勝 れ た利益 のあ る大我見 に依止 す る(K.37).こ こに我見無 く

して我見 あ り,苦 な くともしか も非常 に苦 しみ,あ たか も自己に対 して 自己の利益 になる

ことを行 う場合 の ように,す べ て[の 衆生]に 対 して利益 を為 しつつ,し か もその返報 を

求めず,そ の心 は最高 の解 脱 によって解脱 しつつ,し か も堅牢で長 い結縛 に よって結縛 さ

れて苦 の果 てる ことを見ず,[そ の苦 を減 す る為 に]ひ たす ら専念 努力す る.(中 略)[こ れ

は菩薩 に とって]衆 生 と自己 とに関 して平等 であ るか ら,希 有で はない.(小 谷訳)

(S.Levied,p.95,11.13-22)

この 偶 に関 す る世 親 の長 行 に よれ ぼ,勝 れ た 利 益 あ る大 我 見 とは,一 切 の 衆 生

で あ る他 者 に対 して 自 己 と平 等 で あ る とい う見 解 を獲 得 す るた め の我 見 で あ る と

認 め た 上 で,他 者 に お け る利 益 の 原 因 と規 定 して い る.そ して 他 者 の利 益 で あ る

限 り,外 教 の我 見 とは一 線 を 画 し た我 見 と して 区別 す る.そ れ で は外 教 の 我 見 と

どの よ う な点 で 区別 され るべ きか を安 慧 の復 釈 に よ っ て確 認 した い.

初地 に達す る時,自 他 の平等 な ることを知 る見解 を獲得 す るが故 に,「大[我]見 」 と言

う.こ のよ うに[自 他を平等 と]見 る ことに よって,無 限 の衆 生を利 益す るか ら,「大[我]

見」 と言 うのであ る.つ ま りその時 に,こ の ような[自 他平等 の]見 解 に住 す るか ら,「大

我見 に依止す る」ので あ り,そ れは世間で は極 めて稀 有な こ となので ある,と 言 う意味で

ある.(中 略)そ れでは何 故 「我見[あ り]」と言 われ るのか,と 言 えぼ,自 己が 即 ち衆生

で もある,と い うように自己 と衆生 とを平等 に見 るが故 に,「 我見[が ある]」 とも言 われ

るので ある.(中 略)即 ち,自 己 と他者 に関 して平等心(same-citta:X)を 体得 して いない

人々 において,も し上記 のよ うな ことが生ず るな らば,希 有 な ことであ る.し か し,自 分

を慈 しみ幸福 にな るために努 力 して いる場合 に は,希 有 な ことで はな い.そ れ と同様 に,

403



初 期唯 識説 にお ける利他 と空 性 の関係 につ い て(千 葉) (171)

この場合 において も,菩 薩が 自己 と他者 に対 して平等心(X)を 獲得 し,一 切 の衆生 は即

ち 自己で ある と理解 す るな らば,一 切 の衆生 に対 して利益 を為 し,そ の幸福 を願 うことが

どうして希有 な ことであ ろうか.(Der,ed.No.4034,275b-5～77b-5)

こ う してMSAの 「教 誠 教 授 品 」に よ る限 り,「利 他 」は教 義 上,偉 大 性(mahatmya)

と希 有(mahascarya)と を特 質 とす る 「大 我 見(mahatmadrsti)」 こそ を根 拠 とす る こ

との 明確 な る規 定 が 知 られ る.

4.む す び に

以 上,概 略 的 に利 他 と空 性 の 関 係 を 眺 め た に過 ぎず,結 論 に は至 らな い.し か

しな が ら或 る一 つ の利 他 へ の 流 れ と して,「 空 性 → 平 等 心 →大 我 見(同 一性原理)→

利 他 」とい う プ ロセ スが 示 され て い る と言 え るの で はな か ろ うか.そ れ は 「空 性 →

縁 起 説 → 信 因 果(倫 理 の根拠)→ 利 他 」 とい う流 れ が 対 比 して考 え られ るべ き で あ

ろ うが,筆 者 の予 断 を 差 し挟 む こ との な い よ うに,前 節 で のMSAの 「教 誠 教 授

品 」 の 箇 所 に続 く以下 の部 分 を 引用 して,小 論 の結 び と した い.

自己が即 ち一切衆生 で あ り,一 切 の衆生 が即ち 自己で ある とい うように,衆 生 と自己 とを

区別 な く平等 に見 ることが 「大[我]見 」であ り,「勝れ た[自 己 と他者 の]利 益 と安 楽を

もた らす 因 とな るか ら,勝 れ た利益 あ るもの と言 われる17).(ibid,Der,ed.278a-2～3)

※ 紙 幅 の都 合 上,註 省 略.

〈キ ー ワ ー ド〉 利他,空 性, sama-citta

(駒沢女子短期大学非常勤講師)
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